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はじめに  コアとなる誘電体微小球を基板上に固定化し、真空蒸着などによって上方から金属を

堆積してシェルを形成する金属ナノシェル構造はセミシェル構造と呼ばれている。この構造は、

自身の物理的な大きさよりも大きな吸収断面積を有しており、共鳴した光のエネルギーを効率よ

く吸収して熱に変換し、弱いレーザー光でも金属を融解してシ

ェル形状を変形させることができる[1]。現在、われわれは、こ

の光照射による金属ナノ構造の変形を積極的に利用し、ナノ構

造を不可逆的に変形させて情報を記録するライトワンス型光

メモリーシステムへの応用を検討している(Fig.1)[2]。本メモリ

ーシステムでは、共鳴線幅が狭く、広いスペクトル領域にわた

って共鳴波長を調整可能で、かつ低強度で構造変形が起こるセ

ミシェル構造が求められる。これを受け今回われわれは、様々

な金属をシェル部分にもつセミシェル構造の光学スペクトル

を離散双極子近似（DDA）によって評価したので報告する。 

シミュレーション われわれはこれまでに、堆積型セミシェル構造の光学スペクトルをよく再現

するシミュレーションモデル（液滴モデル）の構築を行ってきた[2]。今回は、このモデルを用い、

コア素材をシリカとし、シェル部分の金属種を様々な金属に変えて DDSCAT[2]を用いて光学特性

の評価を行った。計算によって得られた吸収効率 Qabsのスペクトルを無垢の微小球のスペクトル

と共に Fig.2に示す。共鳴スペクトル線幅は、Ag, Au, Li, Cu, Mg, Alなどの金属種が比較的狭い共

鳴ピークを持っているが、形状変形後は最終的に微小球の形状に近くなることから、共鳴スペク

トルが紫外領域にある Al, Mg, Ag, Li などの金属種がスペクトル領域の観点からは適していると

言える。一方で少ない露光量で構造変形を起こすためには、金属が低融点であることが望まれる。

以上のことから Al, Mg, Liなどがシェル金属種としてふさわしいことがわかった。 
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Fig.1. Concept of plasmonic 

optical memory 
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Fig.2. Absorption spectra of (a) nanosphere and (b) semi-shell structures for various metal species.  
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